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ケガや事故防止のため、以下のことを遵守すること。 

ケガや事故防止のため、以下のことを遵守すること。 

１. 搬入時、資材の落下やずり落ちによるケガを防ぎ、腰を痛めないようにすること。（現場での小運搬は無理のないようにご

注意すること。） 

２. 鋼材の切り口は鋭利であり、また、切断時にはバリも生じ易いので、手を傷つけないようにすること。（軍手等の保護手袋

を着用すること。） 

３. 素手による取扱い、または素肌の露出部はケガをする恐れがありますので注意すること。（素肌をなるべく避けるような服

装にすること。） 

４. 梱包用スチールバンドおよび針金等の切断時のはねあがり等によるケガが生じるので注意すること。（梱包をとく場合は

状況判断して作業すること。） 

５. 搬入時や保管時について次のような事項に注意すること。 

①運搬に際しては衝撃を与えたり、荷姿を崩さないように丁寧に取り扱うこと。 

②荷受け時には、注文書と現品を照合してＪＩＳ表示や所定の長さ、種類、数量が搬入されているか確認を行うこと。 

③変形、損傷の有無の確認を行い、検収すること。 

④原則として、屋内の湿気の少ない場所に保管すること。（やむを得ず屋外に置く場合には防水シートをかけること。） 

⑤製品は地面に直接置かず、平らな箇所へかい木をして水平に置き、積み重ねる場合は間木を施して荷崩れを起

こさないように置くこと。 

⑥荷揚げ等の運搬に関しては、製品の角や表面の損傷に注意すること。また、製品の上に重いものを載せないこと。 

⑦ロックウール化粧吸音板、メタルパネル等仕上げ材及び部材は、降雨や降雪、その吹き込みによる冠水や湿潤の

害を受けないように、常に乾燥していて、清潔で、安全な環境の場所に保管をすること。また、取り扱いに際しては、

油気・汚れなどの付着しないように、清潔な手、及び軍手にて行うこと。 

⑧天井仕上げ材の隅や角を損傷しないように壁面から１メートル以上離し、床には板や防湿性シートを敷き且つ平ら

な面をつくり、その上に置くこと。 

６. 天井に重量物を固定すると落下、脱落により、思わぬケガをしたり天井面を破損したりすることがあるため、原則設置しな

いこと。 

７. 壁に資材を立てかけたりすると倒壊により思わぬケガをすることがあるので、壁には資材を立てかけないこと。 

８. 天井に乗ったり、ぶら下がったりすると落下、脱落によりケガをすることがあるため、危険な行為はしないこと。 

９. 天井から物を吊るしたり、物を載せたりすると落下や脱落によりケガをしたり、天井周辺を破損することがあるため、原則

設置しないこと。 
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設計・施工上の留意事項 

 

 

 

 

１. 鋼製下地材の躯体への取付けやインサートとの接合は確実に堅牢に行うこと。 

２. 配管、空調ダクト、空調機器、照明器具等と鋼製下地材とはそれぞれ独立して取付けること。 

３. 建築物の屋外で特に強度が必要な場所に使用される天井下地は、強度、安全性を更に増した所定の構造にて施工す

ること。 

４. デッキの種類、ブレース角度によっては設置できない場合がありますので、事前にご確認ください。 

５. 当該システム天井は専用の T バー、ハンガー、部材を使用する為、他の物と組合せや当該施工要領書以外の使用をし

ないこととし、施工時は以下の点に留意すること。 

● T バー、L バーの外れが無いよう、天井板及びバー材は指示通りの寸法で切断すること。 

● 耐震用の斜めブレースは指定された材料で、施工図に基づき必ず設置すること。 

● 本システム天井は常時過大な振動・衝撃・風圧・湿気の加わる場所等の特殊な用途には使用不可とする。 

使用環境 

・温度   0℃～40℃   ・相対湿度 40%～80％ 

・風速   5ｍ/s 以下   ・振動   常時振動無し 

使用できない箇所 

・屋外及び棟外等で温度、湿度の変化が大きい箇所。または、風圧の影響が大きい箇所。 

・プール、風呂場及び脱衣場等で湿度の高い箇所。 

・体育館のアリーナ等で振動、ボールの衝撃のある箇所。 

● 施工にあたっては、軍手などを使用し、素手で部材に触れないこと。 

● 加工及び工事環境について 

（１） 仕上げに岩綿吸音板を使用する場合は、加工を次のように行う。 

I. 岩綿吸音板の切断はカッターナイフなどを使用して行い、切断面が不整形の場合は、やすりやサンド

ペーパーをかけて整える。 

II. 岩綿吸音板の穴あけ、その他加工に関しては、化粧面の方から行う。 

（２） 工事環境について 

I. 室内のスプリンクラー、モルタルなどの左官工事等を早めに完了し、充分に乾燥させる。 

II. 防水、雨じまいは完全に行い、換気、通気をよくし、窓等はガラスをはめ込むなどふさいでおく。 

III. 建物が新しく、且つ相当の湿気を持っている場合は、通風を良くし壁面に水滴のない事を確認する。

特に寒冷地においては、暖房する。 

IV. 施工する室内の温度は 5℃～30℃、湿気は 80％以下が好ましく、それ以上になる場合は環境を整え

る措置をとる。 
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図 1-2-2 ブレース設置部の名称 

【メイン T バー方向】 【メインクロス T バー方向】 

第１章 一般事項 

１－１ 適用範囲 

本施工要領書は、『耐震 Power e グリッド（Ａタイプ）』ブレース配置逆ハ（600×600 ㎜または 640×640

㎜専用）の施工要領書とし、Ａタイプの性能担保の為、必ず施工要領書に記載の専用付属金物および、

指定の斜め部材（ブレース材）を使用し、施工要領書に従って施工を実施すること。 

本施工要領書の適用範囲は、天井ふところ 2,000 ㎜以内。且つ、天井重量 11kgf/㎡以下とし、適用

範囲を超える条件の場合は、別途検討をすること。 

 

１－２ 各部の名称 

各部材および付属金物の名称は、次による。（図 1-2-1、図 1-2-2 参照） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2-1 各部の名称（例図） 

クロス T バー 

ブレース上部取付金具 

吊りボルト 

ブレース材 

ハンガー 

メインクロス T バー 

メイン T バー 

メイン T バー 

ハンガー 

ブレース材 

ビス（4×19mm 以上） 
（ハンガー1 箇所＝計 1 本） 

 

ビス（4×13mm） 
（ブレース 1 本＝計 2 本） 

 

メインクロス T バー メインクロス T バー 

ハンガー 

ブレース材 

ビス（4×19mm 以上） 
（ハンガー1 箇所＝計 1 本） 

 

ビス（4×13mm） 
（ブレース 1 本＝計 2 本） 

 

メイン T バー 
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１－３ 部材一覧 

耐震 Power e グリッド（A タイプ）を構成する各部の材料仕様を以下に示す。 

 

 

部 材 名 称 吊りボルト 

品   名 3/8”吊りボルト・3/8”ナット 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3505 

表 面 処 理 JIS H 8610 1 級以上、JIS H 8625 1 級 CM1A 以上 

備   考 ボルト[有効径 8.1 ㎜以上]・ナット[8.0 ㎜以上] 

 部 材 名 称 ハンガー 

品   名 パイプハンガーⅡ [□-13×13×1.2、下板 t=1.6] 

規 格 ・ 材 質 STKMR、JIS G3445 の規格に準ずる 

※スモール角に対する JIS 規格はありません。 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※吊りボルトから直接Ｔバーを吊る金具 

 部 材 名 称 メインＴバー 

品   名 eT バー4015 メイン 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC [t=0.4]、カラー鋼板 [t=0.25] 

表 面 処 理 JIS G 3302 Z12，カラー鋼板 塗装膜厚 20μ（白色） 

備   考 ※600 角用 L=3600、640 角用 L=3200 

 部 材 名 称 メインクロスＴバー 

品   名 eT バー4015 メインクロス 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC [t=0.4]、カラー鋼板 [t=0.25] 

表 面 処 理 JIS G 3302 Z12，カラー鋼板 塗装膜厚 20μ（白色） 

備   考 ※600 角用 L=1200、640 角用 L=1280 

 部 材 名 称 クロスＴバー 

品   名 eT バー4015 クロス 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC [t=0.4]、カラー鋼板 [t=0.25] 

表 面 処 理 JIS G 3302 Z12，カラー鋼板 塗装膜厚 20μ（白色） 

備   考 ※600 角用 L=600、640 角用 L=640 

 部 材 名 称 Ｔバージョイント（ストレート用） 

品   名 ＴバーストレートジョイントⅡ [t=0.8] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※規格寸法以外のＴバー同士の接合に使用 
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 部 材 名 称 Ｔバージョイント（クロス用） 

品   名 ＴバークロスジョイントⅡ[t=0.8] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※規格寸法以外のＴバー同士の接合に使用 

 部 材 名 称 斜め部材（ブレース材） －チャンネル－ 

品   名 CC-19 [C-38×12×1.2]、CC-25 [C-38×12×1.6] 

C-40×20×1.6、C-40×20×2.3 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC または SGHC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考  

 部 材 名 称 斜め部材（ブレース材） －リップ付チャンネル－ 

品   名 AS-25×19×5×1.0、AS-40×20×7×1.0、 

AS-40×20×10×1.6、AS-60×30×10×1.6、 

AS-65×30×7×1.0 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考  

 部 材 名 称 斜め部材（ブレース）上部取付金具 

品   名 UE-box[t2.3mm] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGHC 

表 面 処 理 Z12 

備   考 附属部品：羽子板ボルト（3/8”） 

※対応角度：30°～60° 

 部 材 名 称 斜め部材（ブレース）上部取付金具 

品   名 ＢＫＧスライドⅡ 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3131 SPHC 

表 面 処 理 JIS H 8610 電気亜鉛めっき 1 級以上 

備   考 ※対応角度：30°～60° 

 部 材 名 称 斜め部材（ブレース）上部取付金具 

品   名 ブレース金具ＫＦ 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGHC 

表 面 処 理 ユニクロメッキ 

備   考 ※対応角度：15°～60° 
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 部 材 名 称 斜め部材（ブレース）上部取付金具 

品   名 ブレースエッジボルト 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGHC 

表 面 処 理 Z12 

備   考 附属部品：HTB（ハイテンションボルト）L=70 ㎜ 

※ＢＫＧスライドⅡと組合せで使用 

 部 材 名 称 斜め部材（ブレース）上部取付金具 

品   名 万能キャッチャーボルト 70 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGHC 

表 面 処 理 Z12 

備   考 附属部品：HTB（ハイテンションボルト）L=70 ㎜ 

※ＢＫＧスライドⅡと組合せで使用 

 部 材 名 称 廻り縁 

品   名 eL3520[t=0.6 L=3200] 

規 格 ・ 材 質 カラー鋼板 

表 面 処 理  

備   考  

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（ストレート用） 

品   名 20L バーストレート J-eL3520(ツメ) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁 eL3520 をストレートにジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（出隅用） 

品   名 20L バー出隅 J-eL3520(ツメ) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁 eL3520 を出隅でジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（入隅用） 

品   名 20L バー入隅 J-eL3520(ツメ) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁 eL3520 を入隅でジョイントする金具 

 

 左用   右用 

部 材 名 称 廻り縁ジョイント 

品   名 20eTL クロス左、右 H=8-eL3520(ツメ) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※対象 T バーと eL3520 をジョイントする金具 
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 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（ストレート用） 

品   名 35L バーストレート J-eL3520(ビス) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁 eL3520 をストレートにジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（出隅用） 

品   名 35L バー出隅 J-eL3520(ビス) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁 eL3520 を出隅でジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（入隅用） 

品   名 35L バー入隅 J-eL3520(ビス) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁 eL3520 を入隅でジョイントする金具 

 

左用   右用 

 

部 材 名 称 廻り縁ジョイント 

品   名 eTL クロス H=8 (30-35 兼用ビス) 左、右 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※対象 T バーと eL3520・eL3025 をジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁 

品 名 eL3025 [t=0.6 L=3200] 

規 格 ・ 材 質 カラー鋼板 

表 面 処 理  

備 考  

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（ストレート用） 

品   名 25L バーストレート J-eL3025(ツメ) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁 eL3025 をストレートにジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（出隅用） 

品   名 25L バー出隅 J-eL3025(ツメ) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁 eL3025 を出隅でジョイントする金具 
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 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（入隅用） 

品   名 25L バー入隅 J-eL3025(ツメ) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備 考 ※廻り縁 eL3025 を入隅でジョイントする金具 

 

 左用     右用 

部 材 名 称 廻り縁ジョイント 

品 名 25eTL クロス H=8 eL3025(ツメ)左、右 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備 考 ※対象Ｔバーと eL3025 をジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（ストレート用） 

品   名 30L バーストレート J-eL3025(ビス) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁 eL3025 をストレートにジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（出隅用） 

品   名 30L バー出隅 J-eL3025(ビス) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁 eL3025 を出隅でジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（入隅用） 

品   名 30L バー入隅 J-eL3025(ビス) 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備 考 ※廻り縁 eL3025 を入隅でジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁 

品   名 ＡＸＬＬ3032 [t=0.6 L=3200] 

規 格 ・ 材 質 カラー鋼板 

表 面 処 理  

備   考 ※AXLL3032 用 eTL クロスは受注生産 

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（ストレート用） 

品   名 ＡＸＬＬ－ストレートジョイント [t=0.8] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁ＡＸＬＬ3032 をストレートにジョイントする金具 
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 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（出隅用） 

品   名 ＡＸＬＬ－出隅ジョイント [t=0.8] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁ＡＸＬＬ3032 を出隅でジョイントする金具 

 部 材 名 称 廻り縁ジョイント（入隅用） 

品   名 ＡＸＬＬ－入隅ジョイント  [t=0.8] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※廻り縁ＡＸＬＬ3032 を入隅でジョイントする金具 

 部 材 名 称 野縁受け 

品   名 CC-19 [C-38×12×1.2] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC または SGHC 

表 面 処 理 Z12 

備   考 壁際のＴバー受け用チャンネル 

 

  

部 材 名 称 野縁受けジョイント 

品   名 CC-19 用ジョイント[t=1.0 ㎜] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 

備   考 野縁受けのジョイント用金具 

 部 材 名 称 野縁受けハンガー 

品   名 CC-19 用ハンガー[t=2.0 ㎜] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGHC 

表 面 処 理 Z12 

備   考 野縁受け用ハンガー 

 部 材 名 称 Ｔバー吊り金具（チャンネル用） 

品   名 ＣＴクリップ H=0 [t=1.2] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※野縁受けからＴバーを直接吊るクリップ（高さ方向の隙間 

無し） 

 部 材 名 称 Ｔバー吊り金具（チャンネル用） 

品   名 ＣＴクリップ H=38 [t=1.2] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※野縁受けからＴバーを直接吊るクリップ（高さ方向の隙間＋38

㎜） 
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 部 材 名 称 Ｔバー吊り金具用スペーサ（チャンネル用） 

品   名 ＣＴクリップ用Ｓスペーサ [t=1.2] 

規 格 ・ 材 質 JIS G 3302 SGCC 

表 面 処 理 Z12 以上 

備   考 ※CT クリップ H=38 と共に使用するスペーサ 

 部 材 名 称 パーテーション金具 

品   名 パーテーション金具 eT4015 用 H=5.3 [t=0.5] 

規 格 ・ 材 質 SUS 

表 面 処 理  

備   考 ※eT バー4015 に間仕切り用ランナーを固定する金具 

 部 材 名 称 岩綿吸音板押さえ 

品   名 廻り縁イタオサエ [t=0.3] 

規 格 ・ 材 質 SUS バネ鋼 

表 面 処 理  

備   考 ※壁際の岩綿吸音板の浮き上がりを押える金具 

※eL3025 を 25mm 見付で設置する場合に使用可能 

 部 材 名 称 岩綿吸音板押さえ 

品   名 岩綿板押さえ（タコ） 

規 格 ・ 材 質 SUS バネ鋼 

表 面 処 理  

備   考 ※岩綿吸音板の浮き上がりを押える金具 

 部 材 名 称 ゴムスポンジ 

品   名 プッシュバックピース 

規 格 ・ 材 質 天然ゴム 

表 面 処 理  

備   考 ※壁際の岩綿吸音板を押し戻すスポンジ 

 部 材 名 称 セルフドリリングビス 

品   名 PAN：4.2×16 ㎜（KIRII 耐震ビス） 

規 格 ・ 材 質 JIS B 1124 認証品 ※高耐食仕様のみ JIS B 1124 準拠品 

表 面 処 理 Fe/Zn3c1B 以上 

※ステンレスのビスを用いる場合はサスガード SG 処理品を使用す

ること。 

備   考 ※使用できるビスについては、別添付録資料を参照のこと。 

※PAN4×13mm と PAN4×19mm 以上のビスについては、KIRII

耐震ビスメーカーのビスとすること。 

 部 材 名 称 カシメ工具 

品   名 カシメ工具 

備   考 ※各ジョイント金具のツメをかしめる工具 

※受注生産 
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図2-2-1 壁面の仕上がり高さ 

第２章 標準施工要領 

２－１ 墨出し 

陸墨を基準に、所定の位置（ＣＨ＋廻り縁高さ）に墨出しする。（図2-1-1参照） 

※墨出し前に必ず陸墨および返り墨の寸法を確認すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ 廻り縁の取付け 

① 壁面が天井仕上面より 100 ㎜程度上方まで仕上げてあることを確認する。（図 2-2-1 参照） 
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図2-2-3 廻り縁の取付け①（廻り縁の出隅、入隅） 

図2-2-2 廻り縁端部のビス固定位置 

② 基準墨に沿って廻り縁をビスピッチ＠600mm 以下で固定する。端部固定時は廻り縁ジョイントと干渉

しないように、端部から 200mm 以内に固定する。（図 2-2-2 参照） 

※施工時は、廻り縁を両面テープ等で仮留めすると作業効率が向上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 切断時は金切り鋸を用いて切断し、切断部分はヤスリ（細目）にて面合わせをすること。 

④ 廻り縁のジョイント部は必ず専用の廻り縁ジョイントを使用し、出隅および入隅については、廻り縁を

約 45 度で切断して廻り縁ジョイント（出墨、入墨ジョイント）により接続すること。（図 2-2-3、図 2-2-4

参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

廻り縁ジョイント 

廻り縁 ビス（@600mm 以下 ただし端部固定時は端部から 200mm 以内） 

出隅ジョイント 

入隅ジョイント 

廻り縁 
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図2-2-4 廻り縁の取付け②（ジョイント方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

a)廻り縁ジョイント（ツメ）の場合 

b)廻り縁ジョイント（ビス）の場合 

廻り縁ジョイント（ストレート用） 廻り縁ジョイント（入隅用） 廻り縁ジョイント（出隅用） 

廻り縁 廻り縁 廻り縁 

廻り縁ジョイント（ストレート用） 廻り縁ジョイント（入隅用） 廻り縁ジョイント（出隅用） 

廻り縁 廻り縁 
廻り縁 
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２－３ 吊りボルト及びハンガーの取付け 

① インサートの位置を確認し、（所定の位置にインサートが無い場合、増し打ち）ボルトの長さを確認す

る。（図 2-3-1 参照） 

※天井ふところ寸法は原則 2,000 ㎜以下とし、2,000 ㎜を超える場合は別途検討をすること。 

※インサートを増し打ちする場合、位置決めの優先度は以下Ａ→Ｂ→Ｃとする。 

Ａ：メインＴバーとメインクロスＴバーの交点 

Ｂ：メインＴバー方向で、交点から 150 ㎜以内 

Ｃ：メインクロスＴバー方向で、交点から 150 ㎜以内 

※ブレースを設置するハンガーは、交点から 20 ㎜以内で吊ること。 

20 ㎜を超えた位置のハンガーにはブレースは設置出来ないため、十分に注意すること。 

 

【吊りボルトの長さＬ＝Ｈ－108＋ｈ】 

Ｌ：吊りボルトの長さ 

Ｈ：天井ふところ 

ｈ：ボルトねじ込み深さ 

コンクリートスラブ時 ｈ＝20 ㎜ 

デッキプレート時   ｈ＝－10 ㎜ 

 

 

② ハンガーを組付けした吊りボルトをインサートにねじ込み、吊りボルトが鉛直になるように設置するこ

と。 

 

③吊りボルト設置時は、メインＴバーとメインクロスＴバーの交点 1,200×1,200 ㎜または 1,280×1,280

㎜付近に直吊りする。やむを得ず交点から離れて吊る場合は、メインＴバー方向、メインクロスＴバー

方向とも 150 ㎜以内とし、吊りボルト相互の離れは 1,350 ㎜以内（1,280×1,280 ㎜の場合は 1,430

以内）とすること。（図 2-3-2 参照） 
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図2-3-1 吊りボルトの長さ 

図2-3-2 吊りボルト設置時の注意事項 

（メインＴバー方向の位置調整） 
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※メインクロスＴバーを吊る場合、隣の列のメインクロスＴバーにハンガーを設置して、連続して吊るこ

とがないようにする。（図 2-3-3 内「×」の配置は不可） 

この場合、メインクロスＴバーと平行方向に補強材等を設置（メインクロスＴバー1 本おき以下の間

隔）し、メインＴバーをＴバー吊り金具で吊ること。（図 2-3-3 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

※メインクロスＴバーを吊る場合は、メイン T バーとのジョイント部に t=0.8 ㎜以上のアングル等をビ

ス 4 本で固定し補強を施すこと。 
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図2-3-3 吊りボルト設置時の注意事項 

（メインクロスＴバー方向の位置調整） 

「×」の場合、 

補強材等を設置してメインＴバーを吊る 

補強材 
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図2-4-1 Ｔバーの取付け①（ハンガー設置） 

図2-4-2 Ｔバーの取付け②（メインＴバー設置） 

２－４ Ｔバーの取付け 

①ハンガーは、メインクロスＴバーとのジョイント位置付近(Ｔバー芯から 150 ㎜以内)で設置すること。

（図 2-4-1 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※メインクロスＴバーを吊る場合は、メイン T バーとのジョイント部を t=0.8 ㎜以上のアングル等で 

ビス 4 本固定し補強を施すこと。 

 

②メインＴバーのストレートジョイントは、ハンガー芯から 320 ㎜以内に設置し、ストレートジョイント設置

時は以下の点に留意すること。(図 2-4-2 参照) 

1) メインＴバーの側面に記載された矢印の向きを揃える。 

2) メインＴバーのジョイント部を差し込み、カチッと音がするまで押し込むこと。 

3) ジョイント部のツメをマイナスドライバー等で倒しこむこと。 
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メイン T バー 

メイン T バー 

メイン T バー 

接続ジョイント 

左右のツメを折り曲げる ジョイント位置 
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③メインクロスＴバーをメインＴバーにジョイントする。設置時は以下の点に留意すること。 

1) メインＴバーのジョイント孔（メイン孔）にメインクロスＴバー端部のジョイントツメをスライドさせて差し

込む。（図 2-4-3 参照） 

2) メインクロスＴバー端部ジョイントのツメをカチッと音がするまで押し込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④をメインクロスＴバーにジョイントする。設置時は以下の点に留意すること。 

1) メインクロスＴバーのジョイント孔（メイン孔）にクロスＴバー端部のジョイントツメをスライドさせて差し

込む。（図 2-4-4 参照） 

2) クロスＴバー端部ジョイントのツメをカチッと音がするまで押し込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図2-4-4 Ｔバーの取付け④（クロスＴバー設置） 

メイン T バー 
廻り縁 

吊りボルト 

ハンガー 

メインクロス T バー 

メイン T バー 

メイン T バー メインクロス T バー 

メインクロス T バー 

メイン T バー 

廻り縁 

吊りボルト 

ハンガー 

メインクロス T バー 

クロス T バー 

メイン T バー 

メイン T バー 

メインクロス T バー 

メインクロス T バー 

クロス T バー 

図2-4-3 Ｔバーの取付け③（メインクロスＴバー設置） 
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⑤壁際のＴバーと廻り縁を接続する。接続時は、以下の手順に沿うこと。 

［eTL クロス（ツメ）を使用する場合（図 2-4-5a 参照）］ 

1) 廻り縁に廻り縁ジョイント（eTL クロス）を先行して嵌め込む。 

2) T バーを廻り縁ジョイントに差し込む。 

3) T バーの通りを確認し、廻り縁ジョイントの廻り縁側をかしめて固定する。 

4) 廻り縁ジョイントの T バー側をかしめて T バーを固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［eTL クロス（ビス）を使用する場合（図 2-4-5b 参照）］ 

1) 廻り縁に廻り縁ジョイントをビス固定（2 本/箇所）する。 

2) 廻り縁ジョイントに T バーを嵌め込む。 

3) T バーの通りを確認し、廻り縁ジョイントの T バー側をかしめて固定する。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

※廻り縁ジョイント（eTL クロス）は右用と左用があるため、使用時は注意すること。また、障害物等に

より設置できない場合は反対側に取付けること。 

    

※壁際に T バー吊り金具（CT クリップ）が設置され、且つ「ブレース強度検討書」等により安全を監

理者が確認できた場合には廻り縁ジョイントを省略することが可能。 

 

a)eTLクロス（ツメ）の場合 

図2-4-5 Ｔバーと廻り縁の接続 

b)eTLクロス（ビス）の場合 

廻り縁ジョイント 
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ビス固定（2 本/箇所） 

かしめる

廻り縁 

廻り縁ジョイント 
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150mm 以内 

２－５ 壁際Ｔバー受けチャンネルの取付け 

① 壁際の野縁受けについては、吊りピッチ＠1,600 ㎜以内かつ以下の条件に従って設置すること。（図

2-5-1・図 2-5-2 参照） 

 

ａ） eTL ジョイントを施工する場合は、端部から最大 500 ㎜以内の位置とする。 

ｂ） 設計上 eTL ジョイントを省略する場合は、端部から最大 150 ㎜以内の位置とする。 

※壁際がカーテン BOX の場合は、カーテン BOX の端部から 150 ㎜以内の位置に 

吊ボルトを取付け、野縁受けを設置すること。（図 2-5-3 参照） 

 

② 壁と平行に設置した野縁受けに対し、ＣＴクリップを用いて端部のＴバーを全数吊ること。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－６ レベルの確認と調整 

水糸等を用いてＴバーのレベルを調整するとともに、通りを確認する。 

 

A

A'

【凡例】

ＣＴクリップ（※全数設置）

チャンネルハンガー（＠1,600㎜以内）

パイプハンガーⅡ（＠1,200㎜または＠1,280㎜）

図2-5-1 壁廻りの納まり（A-A’断面） 

ｂ）廻り縁ジョイントを省略する場合 a）廻り縁ジョイントを施工する場合 

図2-5-2 Ｔバー受けチャンネルの設置位置 図2-5-3 カーテンBOX参考納まり 
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２－７ ブレースの取付け 

ブレース材設置に先立ち、必ず事前に「ブレース強度検討書」によりブレース材 1 組の負担面積およ

び設置数量を算定し、施工図に従いブレース材を設置すること。 

※『耐震 Power e グリッド（A タイプ）』は、逆ハの字のブレース配置とすること。 

 

① 吊りボルト上部からハンガーまでの寸法を実測し、ブレースの長さを決める。 

 

② ブレース上部の取付けは専用金物（UE-box、ＢＫＧスライドⅡ、ブレース金具ＫＦ）を使用し、ブレー

ス材の固定はビス固定もしくは同等以上の取付け強度を有する施工方法とする。ブレース上部金具

の対応種別については、組合せ一覧に従って選定すること。（表 2-7-1 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-7-1 ブレース上部取付金具の組合せ一覧 
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・「UE-box」を使用する際は、ブレース材がリップ付チャンネルの場合は、ブレース材の側面に計 3 本

ビス固定し、羽子板ボルトがブレース上部に見えるようにすること。（図 2-7-1a、図 2-7-1c 参照） 

※但し、ブレース材がチャンネルの場合は、ブレース材の背側に計 3 本ビス固定する。（図 2-7-1b 参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ブレース金具ＫＦ」を使用する際は、ブレース材の背側に 3 本ビス固定をする。（図 2-7-2 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-7-1 ブレース上部取付け詳細① 

図 2-7-2 ブレース上部取付詳細② 

a） リップ付チャンネル b） チャンネル 

ブレース上部取付金具 
（UE-box） 

吊りボルト 

ブレース材 
（リップ付チャンネル） 

ブレース材 
（リップ付チャンネル） 

ブレース上部取付金具 
（UE-box） 

吊りボルト 

（注意）羽子板ボルトの付位置 

c） 羽子板ボルトの取付 

隙間に注意 羽子板ボルトの取付け向きが逆 

ブレース上部取付金具 
（ブレース金具 KF） 

吊りボルト 

ブレース材 
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・「ＢＫＧスライドⅡ」と「ブレースエッジボルト」の組合せにより使用する際は、側面に２本＋背側に２本＝

計４本のビス固定すること。（図 2-7-3 参照） 

 ブレースエッジボルトの取付向きに注意し、ブレース材を設置時に上向きにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ＢＫＧスライドⅡ」と「万能キャッチャーボルト 70」の組合せにより使用する際は、ブレース材の【種別

①～②】による施工方法に従って施工を実施すること。 

【種別①】ブレース材が「AS-25×19×5×1.0」に関して、ブレース材の側面に 4 本＋背側に 2 本＝

計 6 本ビス固定する。（図 2-7-4a【種別①】参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【種別②】ブレース材が【種別①】以外の場合は、ブレース材の腹側に 4 本＋背側に 2 本＝計 6 本

ビス固定する。（図 2-7-4b【種別②】参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
b） 【種別②】万能キャッチャーボルト 70 施工詳細 

図 2-7-4 万能キャッチャーボルト 70 施工詳細 

a） 【種別①】万能キャッチャーボルト 70 施工詳細 

②KIRII 耐震ビス固定 
φ4.2×16（計 6 本） 

（側面 4 本＋背側 2 本） 

①ブレース材を差し込む 

①ブレース材を差し込む 

②KIRII 耐震ビス固定 
φ4.2×16（計 6 本） 

（腹側 4 本＋背側 2 本） 

【腹側】 【背側】 

【腹側】 【背側】 

図 2-7-3 ブレースエッジボルトの施工方法 

OK 

上部金具の 

向きに注意 

NG 
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③ ブレースの設置角度は 30°～60°の範囲（ブレース金具 KF の場合は 15°～60°の範囲）となる

ように設置し、ブレース上部取付金具の取付位置は、インサート、スラブに金具が当るまでとする。

（図 2-7-6 参照） 

※デッキの凹凸、設備機器の影響により、その位置に設置できない場合は、設計者、監理者の指示

に基づいて他の位置に移動して設置することとする。また、耐火被覆や断熱材等によりブレース

上部取付金具がインサート、スラブに当たるまで充分に上げられない場合は、耐火被覆を取り除く

等の対応が必要となる為、耐火被覆の除去および復旧に関しては、設計者、監理者の指示に従

い行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-7-5 ブレース上部取付詳細③ 

c） 【ＢＫＧスライドⅡ】 

図 2-7-6 ブレース設置角度 

b） 【ブレース金具ＫＦ】 a） 【UE-box】 

インサート 

ブレース上部取付金具 
（UE-box） 

吊りボルト 

ブレース材 

KIRII 耐震ビス 

φ4.2×16（計 3 本） 

インサート 

ブレース上部取付金具 
（ブレース金具 KF） 

吊りボルト 

ブレース材 

KIRII 耐震ビス 

φ4.2×16（計 3 本） 

ブレース材 ブレース材 ブレース材 

30°～60° 15°～60° 30°～60° 

【BKG スライドⅡ】 【ブレース金具 KF】 【UE-box】 

インサート 

ブレース上部取付金具 
（BKG スライドⅡ） 

吊りボルト 

ブレース材 

KIRII 耐震ビス 
φ4.2×16（計 6 本） 
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④ ブレース材の取付けは、ハンガーにブレース 1 本につきビス 2 本で固定する。ブレース設置時は、

以下の点に留意すること。（図 2-7-7 参照） 

1) ハンガーとメインＴバーをビス 1 本（φ4×19 ㎜以上）で固定する。 

2) ブレース材はＸ方向およびＹ方向にバランス良く配置すること。 

3) 下がり壁および防煙垂壁等の周辺に設置する場合は、必要数のブレースを追加し、障害物等で

設置できない場合はその付近に配置すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ブレースの配置については、以下の点に留意すること。 

1) ブレースの配置方法は、引張力・圧縮力を負担するブレースを 1 組とする。 

2) ブレースの向きが交互になるようにする。 

3) ブレースは、基本的に全吊りボルト構面に 1.2ｍもしくは 1.28ｍ間隔でＸＹ方向に配置する。 

4) ブレース上部が 2 本以上重ならないようにする。重なる場合はブレースの位置をずらす。（図 2-

7-8 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＯＫ ＮＧ 

図2-7-7 ブレース下部取付詳細 

図2-7-8 ブレースの配置例① 

ブレース材 

ハンガー 

メイン T バー 

ビス（PAN4×19mm 以上） 
（ハンガー1 箇所＝計 1 本） 

メインクロス T バー 

ビス（PAN4×13mm） 
（ブレース 1 本＝計 2 本） 

ブレース材 

ハンガー 

メイン T バー 

ビス（PAN4×19mm 以上） 

（ハンガー1 箇所＝計 1 本） 

メインクロス T バー 

ビス（PAN4×13mm） 
（ブレース 1 本＝計 2 本） 

【メインTバー方向】 【メインクロスTバー方向】 

【ブレース上部が重なる場合】 【ブレースをずらした配置】 
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a） ブレースの配置例（逆ハの字） 

b） ブレースの配置例（逆ハの字・圧縮補強材付き） 
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※システム天井グリッドタイプ耐震基準（2020年版）：ロックウール工業会吸音板部会工法分科会（2020年8月改定）より抜粋 

図2-7-9 ブレースの配置例② 

c） ブレースの配置例（逆ハの字・圧縮補強材付き－障害物のある場合） 
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２－８ 天井板の取付け 

① 天井板を斜めにし、格子より天井板をＴバーより上方へ通し、水平にした天井板をＴバーのグリッド

内にはめ込む。 

※端部の天井材が浮き上がる場合は、岩綿級音板押さえを使用して天井材を押える。 

 

② 壁際周辺の天井板については、現場で必要寸法を実測して切断し天井板を載せ掛ける。設置時

は、以下の点に留意すること。 

 

1) 切断寸法は天井材見付け寸法を目安にすること。 

2) 天井板を斜めにし、Ｔバーおよび廻り縁より上方へ通し、天井板をＴバーおよび廻り縁に載せ掛け

る。 

3) 廻り縁およびカーテン BOX 周辺においては、ゆがみ等により若干の寸法誤差がある為、設置時

は、天井板１枚毎に実測すること。 

4) 天井板切断については、カッターナイフで 3～4 回続けて刃を入れ、無理に 1 度で切断しないこ

と。 

5) 壁際やコーナー部の天井板を設置の際、指定寸法より短い場合はＴバーとの間に隙間が空き天

井板が落下する恐れがある為、必ず指定寸法で切断すること。（図 2-8-1 参照） 

6) Ｔバーと同様に、天井板にクリアランスを設置した場合は、廻り縁にゴムスポンジ（プッシュバックピ

ース）をＴバーから 100 ㎜程度の両端位置に貼り付けること。（図 2-8-2 参照） 

 

  

図2-8-2 プッシュバックピースの設置例 

図2-8-1 天井板切断の誤り例（指定寸法より短い場合） 

廻り縁 天井版 

※天井板落下の可能性有り 

間隙 

間隙 

T バー 

廻り縁 

天井板 

150mm 以内 
吊りボルト 

CT クリップ H=0 

T バー 

プッシュバックピース 

T バー 

1
0
0
m

m
 

程
度

 

3
0
 

※天井板がズレて間隙が生じる 

1
0
0
m
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度

 
1
0
0
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m
 

程
度

 

100mm 
程度 

100mm 
程度 

100mm 
程度 

プッシュバックピース 

【プッシュバックピース取付け位置】 



 29/ 30 ver.202510a 

２－９ 自主検査及び全体検査 

① 施工完了後にＴバーおよび仕上げ材の取付け状態等を施工チェックリストに従って確認すること。 

 

② 仕上げ材に異常なキズや汚れが無いことを確認し、補修が必要な場合は補修塗料で直すこと。 

 

２－１０ 特殊部の納まり 

パーテーションが設置される箇所については、必ずパーテーション用のブレースを設置すること。（図

2-10-1 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-10-1 パーテーション設置部参考納まり 

ブレース材 

（パーテーション用） 

ハンガー 

メイン T バー 

ビス（PAN4×13mm） 
（ビス 2 本/ブレース 1 本） 

ビス（PAN4×19mm 以上） 
（ハンガー1 箇所＝計 1 本） 

パーテーション取付金具 

パーテーション 

メインクロス T バー 
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付録 施工チェックリスト 

 

点検時間

点検箇所（室名等）

点検者

工事監理者

耐震天井下地材

検討書

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

OK ・ NG ・ -

提出日

上部取付金具

□UE-box

□ブレース金具KF

□万能キャッチャーボルト+（□BKGスライドⅡ）

□ブレースエッジボルト＋（□BKGスライドⅡ）

　　　　　年　　　　　月　　　　　日　

©2022　KIRII CONSTRUCTION MATERIALS CO.,LTD. 

ブレース

適正部材（ブレース強度検討書により設定）

適正配置（ブレース強度検討書により設定）

ブレースの設置角度は30°～60°の範囲（ブレース金具KFの場合は15°～60°の範囲）になっている

ブレース下部は、ビス（φ4×13）2本以上又は、同等以上の留めつけ方法で取付けられている

ブレース上部取付金具の取付位置は、インサート、スラブに金具が当たるまで上げられている

適正数量がバランスよく配置されている※3

クリアランス

設計寸法以上の壁とのクリアランスあり

段差部のクリアランスあり※4

※1）eグリッドＡが本チェックリストの適用範囲

※2）KIRII耐震ビス-φ4.2mm以上

※3）ブレース2本で1対、X方向1対,Y方向1対のブレース4本セットで1組と称する

※4）段差部がある場合に適用

※5）別途検討書により同等以上の部材の場合有り

OK ・ NG ・ -

ハンガー

一般部

□パイプハンガーⅡ　

ハンガーの上下ナットがスパナ等で締められ緩みがない

ハンガーがTバー交点から150mm以内で吊られている

ブレース

設置部
※1

ハンガーがＴバー交点(20mm程度以内)で吊られている

ハンガーとTバーはビス（φ4×19以上）1本で固定されている

吊りボルト □ねじ山径9mm以上[有効径8.1mm以上]　□その他※5（　　　　　　　　　　　　　　）

Tバー

□eTバー4015　　□eYバー4815　□eT・eYバーシリーズ同等以上（　　　　　　　　　　　）

メインTバーピッチ1200ｍｍ又は1280mm程度以下

Tバー格子600角又は640角程度以下

Tバーストレートジョイント(端部加工)が充分勘合されている

メイン孔にクロスジョイント(端部)が充分勘合されている

　※点検結果　（※現場独自の納まりに関しては別途ご確認下さい）

点検部位 点検内容（該当する部分を全てチェック）

チェック

（該当がない

場合は「-」）

吊り元（インサート）等

ブレース強度算定上の強度同等以上の吊り元（インサート・金具）

吊りボルトピッチ1200mm又は1280ｍｍ程度以下

屋根形状

（上階スラブ・吊り元）

天井仕様

　　　□水平天井

　　　□傾斜天井　　 　 ⇒本チェックリストの適用範囲外です

　　　□曲面　　　　 　　 ⇒本チェックリストの適用範囲外です

　　　□段差（鋸型）　　⇒本チェックリストの適用範囲外です 　仕上材（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t=　　           　mm）

　ふところ寸法　　　　　　　　　　　　mm  

　　　□水平屋根　　　　　　□勾配屋根　⇒本チェックリストの適用範囲外です

天井入力加速度 　　　設定　　　水平　　　　　　　　G、鉛直　　　　　　　　G 　　　検討書　　　　　　　　　　㎡/組　（斜め部材負担面積）

施工者

工事管理者

耐震Power ｅグリッドAタイプ 施工チェックリスト　※最新版であることを確認してご使用ください。

点検日 　　　西暦　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日 　　　am/pm　　　　   ：　   　　　 ～　　am/pm　　　　  ：　

建物名称



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震 Power ｅグリッド A タイプ 標準施工要領書 

 

２０１２年 ４月 １日 初 版（ver.201204a） 

２０２３年１１月 １日 第１３版（ver.202311a） 

２０２４年 ２月１３日 第１４版（ver.202402a） 

２０２４年 ６月１８日 第１５版（ver.202406a） 

２０２５年１０月２０日 第１６版（ver.202510a） 

 

 

株式会社桐井製作所 

〒100-6605 東京都千代田区丸の内 1-9-2 グラントウキョウサウスタワー５階 

TEL 03-4345-6005    FAX 03-6895-0220 

 

※商品改良等の為、予告無く規格その他を変更することがありますのでご了承ください。 

※本書の内容の一部または全部を、当社の許可なしに複製、複写、転載することを禁じます。 

 

©2012 KIRII CONSTRUCTION MATERIALS CO.,LTD 


